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概要：看護教育において，看護に関する技術を身につけるために実践的な演習 (以下，看護演習)を行うこ
とが重要である．看護演習では，自身や他人の演習を振り返り，評価をすることで技術力の習得に繋げて
いる．しかしながら，看護学校を卒業する時点で，看護に関する技術が充分に備わっていないことが課題
として挙げられている．そこで，本研究では看護演習における振り返り評価に着目し，演習者自身の演習
動画を閲覧させることで，従来の演習者の記憶を根拠とした振り返り評価方法からどのように変化するか
を検証する．また，演習中の評価を行う際に，動作が行われている閲覧時刻が繰り返し閲覧されると仮定
し，繰り返し閲覧された時刻を基に動作ごとに動画を分割可能であるかを調査する．実験として，看護学
生 34名の演習を撮影し，看護演習動画による効果が客観的に示された．また，閲覧時刻からの動作の分割
を推定できる可能性も得られた．
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1. はじめに
看護教育課程において，看護の技術を身につけるために，
講義や実践的な演習 (以下，看護演習)を 3,000時間以上行
うことが厚生労働省より義務付けられている [1]．看護演
習とは，図 1のように，看護現場で使用されている道具を
用いて患者役と看護師役に分かれて行う演習であり，実際
の看護現場に近い臨場感を想定している [2]．実際の看護
現場を想定することにおいて，自身の動作や発声の内容を
客観的に振り返り，評価することが重要である [3]．従来の
振り返り方法において演習を目視で確認して，演習後の学
生の記憶を根拠としている．一方，文献 [4]によると，看
護学校を卒業する時点の看護技術では，実際の看護現場で
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図 1 看護演習 (注射) を行う看護学生

現場の看護師と同等に対応できるような技術力が備わって
いないことが報告されている．技術力不足の原因として，
演習者および患者役の学生が同時に看護演習を行うだけの
時間を確保できず，振り返る時間が少ないためであること
が考えられる．そのため，自身の看護演習を個人で確認す
る振り返りに留まり，看護演習の動作を客観視することは
難しい．そこで，本研究は看護演習における動作を客観視
するための，看護演習の振り返りの支援を目標とする．
看護演習振り返り支援の研究として，Web教材を利用
して看護演習動画を提示する手法 [5]を南雲らが提案して
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いる．看護学生がWeb教材で演習動画などを閲覧するこ
とで，モチベーションが向上することが確認されている．
また，教師と学生の演習動画を比較する教材を利用した看
護学習方法 [6]を松吉らが提案している．教師の模範動画
と自身の演習結果を比較することで，看護動作の差異を確
認することが可能となる．しかし，動画の比較による学習
方法の効果において客観的な検証は行われていない．そこ
で，本研究では看護演習の動画の閲覧が，従来の記憶を根
拠とした看護演習の振り返りにどのような影響を与えるか
を調査し，考察する．また，早送りや巻き戻しのように視
聴者が指定した動画の閲覧時刻 (タイミング)は看護演習に
おける評価を行う箇所である可能性が高いと仮定し，指定
した閲覧時刻について調査する．指定された閲覧時刻を参
考として，動作の分割を行えるかの調査および考察を行う．

2. 提案手法
1節で述べたように，看護学生の技術向上や指導の効率
化のために看護演習における看護学生の動作の動画を用い
る．さて，多くの看護学生がコンピュータ機器などに対し
て苦手意識を持っていることが報告されている [7][8]．そ
こで，本研究では看護演習中の動作を単純な操作のみで看
護演習を撮影するためのツール (以下，録画ツール)，およ
び録画ツールにより撮影された動画を閲覧するツール (以
下，閲覧ツール)の実装を行う．演習の撮影を行う際に，カ
メラや看護学生の位置により動画中の各動作に死角が発生
するため，録画ツールでは 2箇所から演習を撮影する．ま
た，録画ツールでは，キーボード操作を学籍番号の入力や
録画の開始・停止の制御のみとし，GUIを中心とした操作
方法を採用することで看護学生の負担を軽減する．
録画ツールの操作方法を述べる．録画ツールの各ボタン
の名称を図 2 に示す．図 2 のログインボタンをクリック
してユーザ (看護学生)はユーザ名を入力する．入力され
たユーザ名を基にデータベースに格納されるファイル名を
決定する．ユーザ名の入力後に，キーボードの決められた
キーを押すことで二つのカメラから入力されている 2動画
の録画を同時に開始する．録画中は図 2の秒数表示箇所に
録画時間が表示される．録画中にキーボードの決められた
キーを押すことで動画が動画ファイルとして保存される．
閲覧ツールでは，2箇所から撮影された動画を同時に閲
覧する機能を備える．閲覧ツールの仕様を以下に示す．
動画情報や動画サムネイルの表示
撮影された日時や学籍番号の情報や動画サムネイルを
表示する．サムネイルを表示することで，ユーザによ
る撮影動画の発見を容易にする．

二つの動画の同時再生
患者と看護師を同時に撮影するカメラと，看護師の手
元を撮影するカメラを用意する．患者との関わり方と，
技術的な箇所を評価するために同時再生を行う．

カメラから取得された映像

秒数表示箇所

秒数表示箇所

ログインボタン

図 2 録画ツールの各ボタンの名称説明

データベースへ閲覧時刻の情報の保存
データベースに閲覧された時刻の情報を保存すること
で，ユーザの着目点を集計する．ユーザの着目点を参
考にすることで，演習中の動作の分割が可能になると
期待される．
実装された閲覧ツールの画面を図 3に示す．ユーザが図

3の右側に表示されている動画サムネイルをクリックして，
保存された二つの動画を同時に閲覧する．秒数表示箇所で
は，動画の現在の閲覧時刻と動画の総再生時刻が表示され
る．シークバーの位置をユーザが変更することで動画の再
生時刻が遷移する．シークバーの位置を変更した際に，変
更した位置に対応した時刻がデータベースに保存される．

3. 実験と考察
2節で述べた録画ツール，および閲覧ツールを看護学生
が操作，閲覧する形式で看護演習の撮影を実施した．看護
演習の撮影は，基礎看護技術の授業において実施した．提
案ツールの評価実験の対象者として，A看護短期大学の 1

年生 34名に対して実験を実施した．また，演習を録画す
るためにカメラ 2台を図 4のように設置した．

3.1 提案ツールの評価実験
動画を閲覧した際にどのように自己評価，他者評価が変
化したかについての検証を行った．通常の演習の振り返り
の際には，図 5のような演習振り返りシートが授業中に用
いられる．演習振り返りシートにはあらかじめ決められた
26個の評価項目を「◯・△・×」の 3段階により評価する
ことで演習の振り返りとしている．本実験では数値として
演習評価の変化を測定するために，「◯・△・×」という評
価項目をそれぞれ「2・1・0」と点数化し，従来の記憶を根
拠とした振り返りとの変化を確認する．動画閲覧前後の演
習評価の合計点の平均を比較した結果及び教員による評価
(動画閲覧は行わない)を表 1に示す． 実験結果として，自
己評価は 40.44点から 38.89点へ平均点数が減少したこと
が確認され，教員評価より厳しく評価していることが確認
された．また，他者評価も 44.22点から，43.63点へ平均点
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図 3 閲覧ツールの各機能の説明

表 1 提案ツール使用前後の演習評価の平均点比較
動画閲覧前 動画閲覧後

撮影者の演習評価平均点 40.44 38.89

非撮影者の演習評価平均点 44.22 43.63

教員による評価 42.56 –

数が減少したことが確認された．評価点数の減少要因とし
て，動画閲覧により従来の記憶による主観評価より客観的
に評価できたと考えられ，自身や他人を厳しく評価したと
考えられる．このように自身や他人の演習項目を厳しく評
価する意識は医療ミスの軽減に繋がることが期待される．

3.2 時刻からの動作分割に関する実験と考察
演習振り返りシートでは，演習者が決められた項目につ
いてそれぞれ動作を行っているかについて評価を行う．そ

図 4 撮影環境

れぞれの動作を決められた項目ごとに分割することで，効
率的に演習を振り返る支援が期待される．以下では，演習
動画において閲覧されている時刻を基に動作ごとに分割が
できるかについて考察する．はじめに，データベースに保
存された動画の閲覧のために再生が続いた区間の時刻を調
査した．閲覧された動画の時刻からの再生区間を図 6に示
す．ここで，図 6は，1名の看護学生を撮影した動画を題
材とした．測定の結果，動作に対して閲覧時刻と関連性が
見当たらなかったことが確認された．これは，授業時間内
での動画閲覧のみであったことが原因と推測される．
そこで，時間制限を設けずに動画の閲覧を行い，データ
ベースに保存された動画の閲覧のために再生が続いた時刻
測定を非看護学生である筆者 1名が行った．非看護学生が
演習評価を行うことで，看護初学者が振り返りシートの項
目に対応した動画部分を繰り返し閲覧していることと同様
の結果になると仮定した．実験の際，看護非経験者でも確
認が容易である以下の看護動作 A–Dに対して評価を行う．
看護動作A トレイをアルコール (綿)で消毒ができる
看護動作 B 擦式アルコール手指消毒液を用いて手洗いが
できる

看護動作 C 手洗い後，マスク，ディスポーザブル手袋を
装着できる

看護動作D 注射筒の筒先がどこにも触れないように袋か
ら取り出すことができる

図 5 演習振り返りシート一部の例
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図 6 閲覧された動画の時刻の再生区間
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図 7 動画中の動作と看護非教育者の閲覧部分

看護動作 A–Dの評価を行った際の時刻を参考に着目点
の測定が可能であるか，および動作ごとの分割が行えるか
の判断を筆者が行う．閲覧された動画時刻の再生区間と看
護動作 A–Dを行っていた時刻を図 7に示す．実験の結果，
4 個の評価項目に対して，5 回の閲覧時刻が確認された．
再生 2, 3, 5では，それぞれ看護動作 A, B, Dを評価する
ために動画時刻を戻した結果である．上記結果の考察とし
て，動画閲覧時刻を参考とした動作の分割の可能性が示さ
れた．また，上記の動作分割手法では，複数人を対象とし
た演習動画の閲覧を行うことで，動画中のどの時刻が多く
閲覧されているかを測定できると考えられる．そのため，
複数人を対象とした動画閲覧の実施と，多く閲覧されてい
る時刻を参照した動画分割の実装を今後の課題とする．

4. おわりに
本稿では，看護演習動画による振り返り効果の評価に関
する基礎検討を行った．演習動画を閲覧した振り返り評価
結果では，従来の振り返りより自身や他人を厳しく評価す
ることが確認された．また，撮影された看護演習動画の閲
覧された時刻の調査を行い，演習中の動作が分割できるか
考察を行った．調査結果より，演習動画の時刻を参考とす
ることは動作分割の手段として有用である可能性が示され

た．今後の課題として，複数人を対象とした動画閲覧を行
うことが挙げられる．また，閲覧された動画時刻を参考と
して動画分割を自動的に行い，分割された動画ごとにユー
ザが閲覧できる機能の実装が課題として挙げられる．
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